
現代的教育ニーズ取組支援プログラム 

専門教育と融合した全学生へのキャリア支援 

－ キ ャ リ ア ポ ー ト フ ォ リ オ と 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 －  

 

１ 取組について 

（１）取組の概要 

本取組においては、専門教育とキャリア教育の融合を図るため、全学共通のキャリ

ア教育プログラムに加えて、学内の各教育組織が専門知識の社会的意義とキャリア形

成における意義とを学生に考えさせる授業をそれぞれ独自に行う。また、この目的を

学生各自が達成するために、キャリアポートフォリオ制度を創設し、この制度の積極

的な運用を通してキャリア形成に向けた全学教職員及び学生の参加を実現する。さら

に学生が社会との対話を深めるために、つくばインターンシップ・コンソーシアムと

の連携によって各教育組織におけるインターンシップを活性化し、全学的に統合され

た実施体制を確立する。本取組を円滑に進めるために、キャリア支援室に専任教員を

配置して組織を強化する。また、ＦＤの実施により全学的なキャリア教育に向けた体

制を整えるとともに、他大学へもモデルケースとして提示できる充実したキャリア教

育プログラムの開発と運用を行う。    

 

（２）取組の趣旨・目的  

従来の大学教育は、学生の側に学業に対する明確な目的意識が確立されていること

を自明の前提とし、学問の社会的・人生的意義について改めて学生と対話することな

く専門知識の注入に終始することが多かった。新卒者に対する企業の需要が途切れな

い間は大学生の就職は保障されており、学問の職業的有意義性は大きく問題にされる

ことがなかったが、いわゆるバブル崩壊後の雇用調整期間に企業の新卒者採用方針が

学歴重視から人物本意へと変わったことにより、大学生の就職活動において学業成績

や大学推薦の占める重要性は大きく減少した。そのため、学生たちは明確な指針を与

えられないままに長期間の就職活動に手探りで取り組まざるを得ず、結果として大学

における専門教育の職業的意義を見失いがちである。このような傾向を放置すると、

今後大学で学ぼうとする若者たちは学業に真摯に取り組む意欲を失い、基礎学力の涵

養と人間形成の機会を失うことになる。人間形成としての高等教育の本来的意義を回

復し、アイデンティティの確立した社会的人材を育成することは緊急の課題である。

本取組は以上を背景として申請するものである。 

 

取組の教育目標 

本取組の目標は、専門分野を持つとともに、その専門分野を社会の中に、また自ら

のキャリア（即ち職業を主軸とする人生そのもの）の中に位置づけるための広い視野

を持った人材の育成である。そのために各教育組織における専門教育にキャリア教育

の要素を取り入れる一方、各学年段階に対応した全学共通のキャリア教育プログラム

を開発する。 
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取組を通して求める成果 

本取組がねらいとする教育効果は、一人一人の学生が将来を見据えた上で専門分野

の学修への意欲を新たにし、自らのキャリア形成への自信を深めることである。さら

に本取組を通して、教職員の側にキャリア教育に関する意識改革をおこすことも期待

される。 

 

（３）取組の実施体制等（具体的な実施能力） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教育課程・教育方法 

一年次 

（ア）筑波大学にはクラス担任制度があり、各クラス担任教員により全新入生に対す

る必修科目として「フレッシュマンセミナー」を実施して、大学生活への導入およ

び各専門分野へのガイダンスを行っている（様式５資料１参照）。本取組ではこの

フレッシュマンセミナーを本学学生のキャリア形成支援の始まりと位置づけ、その

時間帯の一部を活用して、学生各自に入学の意義や将来の進路について考えさせる

ような教育活動を行う。また、そこでのキャリア教育に対するクラス担任教員の役

割を強化する。 

（イ）平成１６年度の試行を経て、平成１７年度よりキャリア支援室の開設による総

合科目「未来の自分－自己発見－」（様式５資料２参照）というワークショップ型

の授業を、非常勤講師の担当により全学学生を対象として実施しており、学生から

高い評価を得ている。この授業を一年次生に対する科目として継続し、学生各自に

大学で学ぶ意義を再確認させ、二年次から本格化する専門分野の学修と将来のキャ

リア形成に対する展望を得させる。 



 

二年次 

（ウ）キャリア支援室は、総合科目「学問と自分」というワークショップ型の授

業を、全学の二年次生を主な対象として新規に開設する。この科目の受講生は、

所属教育組織の教員、上級生、および社会人へのインタビュー等を通して自らの

キャリアの中に各自の専門分野を位置づけるとともに、専門分野の社会的な意義

を考察する。またその結果を異なる学類・専門学群の学生が相互に発表し合うこ

とにより、他分野への理解と総合的な視野を得るようにする。また、この科目と

連動して本学卒業生による総合科目「オムニバス講座」（様式５資料３参照）を

継続し、学生が各自の専門分野の社会性を自覚するきっかけとする。 

（エ）専門教育にキャリア教育を導入するために各学類・専門学群が独自に「学問と

社会」という授業科目を開設して、学生が自らの専門分野の歴史的背景とともに現

代社会における意義を知りつつ分野の全体像を描くことができるようにし、専門家

としての社会的視野を養う。ただし、同趣旨の授業をすでに開設している学類・専

門学群もあるので、そこでは本取組の目的に添うように授業内容の調整を行う。 

（オ）学生が職業体験を通じて専門分野の学修への動機付けが得られるよう、インタ

ーンシップを推進する。現在筑波大学では、大学院を含めて約４０の教育組織が正

課の授業科目としてインターンシップを取り入れているが、さらにその活性化を図

るために学内のインターンシップ科目担当者の連絡体制を確立する。 

一方、筑波大学は平成１８年１月に、つくば地域の企業における筑波大学生のイ

ンターンシップ活動を活性化するための仲介事業「つくばインターンシップ・コン

ソーシアム」（以下「ＴＩＣ」と記す）を、社会貢献プロジェクトの一つとして発

足させた（様式５資料４参照）。地元企業、つくば市及び茨城県のＴＩＣに対する

関心は高く、着実に協力関係を築きつつあるが、学生に対する広報の不足からか、

多くのインターン志願者を得るには至っていない。そこで本取組の一つとして、企

業での仕事の実情、ビジネスマナー等を学生に伝える「インターンシップ講座」を

実施し、学生のインターンシップに対する意欲を高める。さらにＴＩＣを通してイ

ンターンシップ活動を行った学生に対して所属教育組織が審査の上で単位を認定

することにより、授業としてのインターンシップの活性化を図る。 

 

三年次以降 

（カ）キャリア支援室は、総合科目「仕事と社会」を新規に開設する。この授業では、

主として企業人を講師として招き、会社組織の概要、労働者を取り囲む環境、様々

な職業人のキャリアパスの事例等を学び、学生が進路選択に自覚的に取り組めるよ

うにする。 

（キ）上記の授業をより効果的にするため、平成１６年度より実施している「東京キ

ャンパスの夜間大学院に所属する社会人大学院生と筑波キャンパスの学生との交

流会」（様式５資料５参照）を継続する。大学院生であっても、日中は企業の中核

で活躍する有職者であり、彼らとの対話の中で、生涯キャリア形成に対する理解を

得させる効果が期待される。 

 



 

教育方法 

本取組では一貫して、学生各自の「気づき」を促すことによって、コミュニケーシ

ョン能力、自己認識力、将来設計能力、情報探索・評価能力、意思決定能力、人間関

係形成力等、社会人としての能力態度の育成を目指す方法を採用する。具体的には、 

１）キャリア教育関連の授業では「グループワーク」と「振り返りの宿題」を基本

形とした方法を用いる。これらの授業では、単独の教員が担当するのでなく、社

会人との協力を含むチーム・ティーチングを基本とする。またインターンシップ

や社会人・教員へのインタビュー等によるフィールドワークを行う。 

２）キャリア教育プログラムは年次進行と学生の発達を考慮して系統的に構成し、

専門教科との関連付けを工夫する。 

３）以上を通じた経験からの気づきを学生各自が集約するために、キャリアポート

フォリオを用いる。キャリアポートフォリオは学生が大学生活の記録を綴じ込む

ためのファイルであって、入学時に全学生に配付する。キャリアポートフォリオ

の構成と主な記入事項は以下のとおりである。 

 

キャリアポートフォリオの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアポートフォリオは学生が自発的に記入し、役立てるよう指導する。さらに

フレッシュマンセミナーやキャリア支援室開設授業等、全学対象のキャリア教育プロ

グラムの中で教材として積極的に用いる。特にクラス担任教員が活用することにより、

フレッシュマンセミナーの運営が体系化され、キャリア教育への全学教職員の参加、

意識改革につながる。 

 

ＦＤ（教職員研修） 

本取組は全学の教職員の参加を原則としているが、これはそれぞれの専門の立場か

らキャリア教育に携わる教職員のネットワークを学内に構築するという意味である。

そのためにはキャリア教育の意義および取組の目的について様々な形で学内に周知

（Ａ）新入生へのメッセージや「キャリア」概念の解説等を含む読み物

の部分 

（Ｂ）生活記録の綴じ込み、整理する部分 

①学修関連：学期ごとの履修記録、年度初めの抱負・計画、年度末

の振り返り、影響を受けた授業・教員等 

  ②キャリア関連：「未来の自分－自己発見－」などキャリア関連科

目、インターンシップ、担任教員との対話、就職相談におけ

る対話などから得たもの 

  ③生活関連：ボランティア等社会活動の経験から得たこと、その他

生活上の発見等、個人的に残しておきたい出来事 

（Ｃ）就職・進学への準備 

①エントリーシート 

②研究題目・進学計画等 



 

して、理念の共有を図らなければならない。また、上記のキャリアポートフォリオに

ついては、その使用方法を特にクラス担任教員に対して繰り返し周知する必要がある。

これらの目的のための各種のＦＤを行い、取組を学内に浸透させる。さらに産業界・

教育界の代表者を招いた対話集会を開催し、大学教育に対する社会の期待・要請を把

握する。 

 

②取組を実施するための組織と体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）本取組は学生生活担当副学長を取組担当者として、その下で専任のキャリア支

援室長が、取組全体にわたる企画・立案を行う。ただし、各学類・専門学群へのキ

ャリア教育の導入にあたっては、当該教育組織と緊密な調整を行い、また教育担当

副学長および教育企画室と協議しつつ立案を行う。 

（イ）キャリアカウンセリングの資格と経験のある任期付き専任教員および事務補助

員を雇用する。このうち専任教員は主として次の役割を担う。 

①キャリア支援室が開設するワークショップ型授業「未来の自分－自己発見」（継

続）および「学問と自分」（新規）の具体的な内容を立案の上、担当すること。 

②上記授業の受講者の増加に対応するため、アシスタントを育成すること。 

③キャリアポートフォリオの企画・作成の中心となること。 

④キャリアポートフォリオを用いて学生の個別キャリアカウンセリングにあたる

こと。 

（ウ）キャリア支援室は学生相談室と連携してキャリア形成に困難を持つ学生に関す

る情報を収集し、プログラムの改善に活かす。 

（エ）各学類・専門学群のクラス担任教員は、フレッシュマンセミナーを通じてキャ

リアポートフォリオの趣旨を新入生に説明し、以後も継続的にその使用を学生に促

す。クラス担任教員は学修・進路相談の際にキャリアポートフォリオを用いること

により当該学生のキャリア形成を支援する。クラス担任教員はさらに各学類・専門

学群における授業「学問と社会」を担当または補助する。 

（オ）各教育組織の就職支援担当教員はキャリア支援室が実施する各種のキャリア支

援活動の学内広報に協力する。またキャリア支援室が本取組に関して主催するＦＤ

の学内広報にあたるとともに、積極的に参加する。 

（カ）インターンシップ講座の実施にあたって、キャリア支援室はＴＩＣと連携する。
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また全学のインターンシップ授業担当者の連絡会議を設置し、インターンシップ実

施上の情報交換を行うとともに、特につくば地域の企業へのインターン派遣につい

てはＴＩＣを通じて窓口を一本化するなど、調整を行う。 

 

③独創性・新規性 

専門教育とキャリア教育の融合を目指した全学共通の「学問と自分」、「仕事と社

会」、各教育組織における「学問と社会」等の授業を開設し、それらの学修体験を学

生各自がキャリアポートフォリオに集約する方式は新規の試みである。また、本取組

は現存のクラス制度、就職支援担当教員会議、東京キャンパスの社会人大学院生、学

外の人的ネットワーク（地元企業、自治体、卒業生）等、筑波大学のすべてのリソー

スを学生のキャリア形成支援に向けて活用するところに独自性がある。 

 

（４）評価体制等  

取組に対する評価は取組の学内への浸透、取組の教育的効果、教職員の意識変化の

３つの面に対して行う。 

（ア）取組の進捗と浸透の状況、特にキャリアポートフォリオの使用状況はキャリア

支援室が教育企画室と連携して年次ごとに自己評価を行う。また教職員からの意見

聴取により、取組を通じた教職員の意識変化も同時に評価する。 

（イ）取組が求める教育的効果は前述した通り、学生各自における意欲の向上とキャ

リア形成に対する自信の深まりであり、客観的な数値評価にそぐわないものである。

そこで、質問項目を適切に設定したアンケート調査を、キャリアポートフォリオの

継続的使用者やキャリア支援室開設授業の受講者など様々な集団の学生に対して

行うことによって、学生の主観における本取組の成果・効果を測定する。調査手法

の立案は学内の教育学・心理学の専門家が中核となって行う。 

（ウ）学生・教職員との意見交換会を開催し、取組に対する全般的な意見聴取を行う。 

（エ）外部有識者、企業人による学外評価委員会を設置し、上記の方法で作成した評

価資料に基づいて総合的な評価を行う。 

 

（５）教育改革への有効性 

①教育課程・教育方法の創意工夫 

フレッシュマンセミナーの活用、キャリア支援室開設のワークショップ型授業等の

工夫を通して、教員と学生および学生相互の対話の機会が増える。また、学生各自が

専門領域の全体を見渡しつつ自らのキャリア形成と関連させながら学修計画を立て

るようになり、単位をかき集めるだけでない総合的な教育効果が得られる。一方キャ

リアポートフォリオの活用により深い自己理解に達した学生が、インターンシップ等

により職業観を育成することで、自覚の高い社会人を輩出し、大学教育に対する社会

の評価が向上する。特にキャリアポートフォリオ制度の運用は他大学へのモデルケー

スになる。 

 

 



 

②実施体制の創意工夫 

本取組の実施体制は必然的に学内外の人的ネットワークの構築・強化をともなう。

従って取組を通して大学と社会との対話と協力体制を築くことができ、社会のニーズ

に応えたカリキュラム作りが可能となる。また全教職員が専門分野や役割分担の壁を

越えて学生の教育のあり方、教育と社会の接続について議論し、共有の理念を作り上

げていくことで大学の組織としての一体性が強化される。さらに教員が短期的成果の

みを求める狭義の研究志向から脱却し、次世代の育成や社会との対話に力を注ぐよう

になる。 

③取組の教育的成果 

（ア）取組の結果、高い意欲をもって専門知識を学び、自己のキャリア形成に対する

自信を深めた学生が育成される。 

（イ）本取組の成果に関する情報を中等教育段階へ提供し、高等学校のキャリア教育

の推進と進路指導の改善に貢献できる。 

（ウ）本取組によるキャリア教育を受けた学生が大学院に進むことによって、固有の

専門領域をもちながら他分野への理解も持ち、社会の課題に柔軟に応える研究者・

高度専門職業人が輩出する。 

 

２ 取組の実施計画等について 

取組は３年間の計画で行い、そのうち初年度は実施体制の整備と実施に向けての詳

細な準備及び従来のキャリア教育活動の継続と強化にあて、２年目から新規の取組を

実施する。以下に各年次の実施計画を体制の整備、具体的な教育活動、評価活動等に

分けて記す。 

 

初年度前半（４月～９月） 

体制の整備 

（１）キャリア支援室と教育企画室が、各学類・専門学群と協議して、各教育組織に

おける新規開設授業「学問と社会」のあり方について検討する。 

（２）「インターンシップ授業担当者連絡会議」を設置して、インターンシップ授業

の現状について情報交換を行い、またＴＩＣを通じてのインターンシップ仲介窓口

の一本化に向けて調整を行う。当該連絡会議の議長はキャリア支援室長が務める。 

（３）インターンシップ講座の内容を、キャリア支援室およびＴＩＣ事務局において

検討する。 

教育活動 

（４）各学類・専門学群はフレッシュマンセミナーの時間帯に、学生が自分の将来や

キャリア形成を考えるための企画を立案・実施する。 

（５）本取組の趣旨と実施計画について周知するための学内フォーラムを開催する。 

評価活動 

（６）キャリア支援室において、取組に対する評価方法、評価日程を検討する。 

 

 



 

後半（１０月～３月） 

体制の整備 

（７）キャリア支援室の専任教員を中心として、キャリアポートフォリオの作成委員

会を発足させ、内容の検討作業を行い、試作版を作成する。なお、キャリアポート

フォリオのデザインについては、民間の協力者を委員に加える。 

（８）同じく専任教員を中心として、キャリア支援室開設授業「学問と自分」、「仕

事と社会」の内容を検討し、シラバスを作成する。 

教育活動 

（９）従来の活動の継続として、卒業生による「オムニバス講座」、大学院生のため

の「逆求人セミナー」及び「社会人大学院生との交流会」を実施する。「オムニバ

ス講座」の受講者は約２００名と予想される。 

（１０）インターンシップ講座を実施する。 

（１１）専任教員の担当で総合科目「未来の自分－自己発見」を実施し、キャリアポ

ートフォリオの試作版を使用する。試作版の使用を経て、キャリアポートフォリオ

の最終版を確定、その後作製業者を選定し、発注する。 

（１２）キャリアポートフォリオの趣旨と使用法を周知するためのＦＤを開催する。 

 

２年目 

教育活動 

（１）キャリアポートフォリオを約２０００人の新入生全員に配布し、新入生オリエ

ンテーションで趣旨を説明する。フレッシュマンセミナーでの使用を開始する。ま

たキャリアポートフォリオは希望する上級生にも配付して普及に努める。 

（２）キャリア支援室開設授業「学問と自分」、「仕事と社会」（新規）および「未

来の自分」（継続）を実施し、新入生以外の受講生にもキャリアポートフォリオを

配布して使用する。それぞれの授業の受講者は約２００名と予想される。 

（３）その他、初年度の活動を継続する。（オムニバス講座、逆求人セミナー、社会

人大学院生との交流会、インターンシップ講座） 

（４）準備の整った教育組織から順次に新規開設授業「学問と社会」を実施する。 

評価活動 

（５）年度末にキャリアポートフォリオの使用状況を含めて、取組の学内への浸透状

況を調査する。また調査結果を踏まえて、キャリア支援室が自己評価を行い、改善

を検討する。 

（６）取組の教育効果として学生にどのような意欲の変化やキャリア形成への自信の

深まりがあったかを調査する方法を、専門家を中心とするワーキンググループを設

置して検討する。 

 

３年目 

体制の整備 

（１）各教育組織における新規開設授業「学問と社会」のあり方について最終的にま

とめ、シラバスを作成する。 



 

教育活動 

（２）２年目に引き続き、キャリアポートフォリオを新入生全員に配布し、新入生オ

リエンテーションで趣旨を説明する。希望する上級生にも配付して普及に努める。 

（３）その他、２年目の活動を継続する。 

評価活動 

（４）取組の浸透状況に加えて、取組の教育効果を調査する。調査結果のとりまとめ

と、キャリア支援室による分析・自己評価を行う。 

（５）外部有識者、企業人による学外評価委員会を設置し、上記の方法で作成した評

価資料に基づいて総合的な評価を行う。 

（６）評価結果に基づいて、支援プログラム終了後のキャリア教育プログラムの開発

と実施体制のさらなる整備に着手する。 

（７）国内外の諸大学の事例と本取組との比較検討のため、実地調査を行う。 

（８）大学関係者を主な対象とするフォーラムを開催し、本取組を他大学に提供でき

るモデルケースとして報告する。 

（９）受験生に対する大学説明会で本取組の広報を行う。また高校生とその保護者お

よび中等教育関係者に向けたパンフレットの作成等を通じて、本取組の成果を報告

するとともに、キャリア教育に継続的に取り組む筑波大学の姿勢を明確にする。 

本取組に直接参加する教職員は、約１００名のクラス担任教員を始めとして、キャ

リア支援室及び教育企画室の構成員、就職支援担当教員、インターンシップ科目担当

教員、各学類・専門学群のカリキュラム担当教員等合計約３００名である。また２、

３年目には新入生及び全学共通のキャリア教育科目受講者の合計約２８００名にキ

ャリアポートフォリオを配付する。 



 

 

３「データ、資料等」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 総合科目「フレッシュマンセミナー」 

 
「筑波大学平成 17年度開設授業一覧」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 総合科目「未来の自分」 

「筑波大学平成 17年度総合科目シラバス」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 総合科目「卒業生によるオムニバス講座」 

 
「筑波大学平成 17年度総合科目シラバス」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
日刊工業新聞 平成 18 年 1 月 18 日  

 

資料４ つくばインターンシップ・コンソーシアム概要 

「平成１７年度 ＴＩＣパンフレット」より 



 

 

 

 

 

資料５ 学生へのキャリア支援 

「平成１７年度第２回就職支援交流会ポスター」より 


